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機能性色素から成る分子集合体は、新しい有機機能材料、特に有機フォトニクス・エレクトロニ

クス材料を生み出す可能性を秘めており、大きな注目を集めている。着色を越えた機能を色素に

求める時、それらが形成するナノスケールでの集合構造や、π共役系の局所的な積層様式の制御

が重要である。演者らは、相補的多重水素結合を基盤とした機能性色素の集合状態ならびに分子

配列を緻密に制御する新しい概念を提起し、多様な機能性色素集合体を構築してきた。この概念

においては、複数の色素分子を相補的多点水素結合によってまず集合させ、超分子色素モジュー

ル（システムを構成するユニット）とする。モジュールが構造単位となって階層的に組織化する

ことで、色素の空間配置が緻密に制御されたナノスケールの分子集合体が構築され、新奇なナノ

構造や機能の発現が可能となる。機能性色素としては、アゾベンゼン、ジアリールエテン、メロ

シアニン、ぺリレンビスイミド、オリゴチオフェンやオリゴフェニレンビニレンなどの π 共役オ

リゴマーを用いている。例えば、Figure 1 に示したように、バルビツール酸を有するメロシアニン

色素は、6 量化を経てナノリングを形成し、発光強度を増す。本講演では、このようなナノスケ

ールで緻密な構造を有する色素集合体の構築について紹介する。さらに、多くの集合体が光・温

度・溶媒（濃度）・ゲストなどの外部からの刺激に応答して構造や性質を変化させることを見出

しているので、これらについても紹介する。 

 

Figure 1. 階層的な自己組織化によるメロシアニン色素からなる発光性ナノリングの構築 
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